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〔
日
時
〕
７
月
別
日
（
日
）
腿
時
か
ら

別
時
ま
で

〔
会
場
〕
メ
ル
パ
ル
ク
名
古
屋

名
古
屋
市
東
区
東
桜
１
‐
皿
‐
遮

趣
０
５
２
１
９
５
１
１
７
６
１
１

〔
本
金
醤
Ｊ
Ｒ
、
近
鉄
、
名
鉄
共
「
名
古
屋
駅
」

下
車
。
地
下
鉄
に
乗
り
継
ぐ
。

①
地
下
鉄
東
山
線
、
藤
ヶ
丘
行
２
シ
目
の

「
栄
駅
」
で
下
車
。
前
寄
り
４
番
出
口
か

ら
東
へ
徒
歩
５
分
。

②
地
下
鉄
桜
通
線
、
野
並
行
４
ッ
目
の
「
高

岳
駅
」
で
下
車
。
後
寄
り
４
番
出
口
か

ら
南
へ
徒
歩
５
分
。

③
タ
ク
シ
ー
は
、
約
千
五
百
円
。

（
東
新
町
、
東
海
テ
レ
ビ
の
北
隣
、
メ
ル

パ
ル
ク
と
告
げ
て
下
さ
い
）

〔
参
加
費
〕
千
円

聯 唐首
罰宙

13

回全
国
討
詰
将
棋
大
会

卿
郷
削
ご
案
内

（
女
性
、
高
校
生
は
五
百
円
）
Ｎ
ｉ
″
４
１
１

〔
懇
親
会
〕
五
千
円

（
女
性
、
高
校
生
は
三
千
円
）

〔
宿
泊
〕
予
約
が
必
要
で
す
。
鋤

＊
ご
希
望
の
方
は
６
月
蝿
日
ま
で
に
左
記
桜

へ
申
込
み
願
い
ま
す
．
Ｉ

＊
宿
泊
は
、
メ
ル
バ
ル
ク
名
古
屋
．
ｌ

＊
料
金
は
、
一
人
一
泊
、
五
千
円
。

＊
朝
食
は
、
別
料
金
で
、
八
百
円
。

〔
参
加
申
込
み
〕

ｌ
園

＊
準
備
の
都
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
ｌ
唯

ハ
ガ
キ
で
、
６
月
晦
日
ま
で
に
左
記
へ
毒

申
込
み
願
い
ま
す
。

駅

＊
住
所
、
氏
名
、
電
話
、
懇
親
会
の
出
欠
ｌ
屋

＊
》
蝿
鞭
馴
碗
職
瓢
Ⅷ
、
Ｕ
誌

〔
申
込
先
〕

〒510-12

四
日
市
市
桜
花
台
一
丁
目
髄
ｌ
理

清
水
一
男

久
屋
大
通
砿

－←

叫
識

》
唾

、

地下鉄
高岳4番出口

錦通り
栄4番出口
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７
月
６
日
全
国
大
会
打
ち
合
わ
せ
の
た
め

中
村
教
育
セ
ン
タ
ー
へ
行
く
。
し
か
し
今
迄
、

中
心
と
な
っ
て
い
た
清
水
一
男
さ
ん
の
姿
が

見
え
な
い
。
大
き
な
手
術
を
さ
れ
た
そ
う
で

あ
る
。
大
丈
夫
か
な
？
し
か
し
良
い
事
も
。

服
部
彰
夫
さ
ん
の
御
尽
力
に
よ
り
岡
田
敏

会
長
と
地
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
名
古
屋
と
の
ラ
ジ
オ
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
が
実
現
！
今
日
は
録
音
日
、
放

送
は
７
月
廻
日
、
全
国
大
会
の
テ
レ
ビ
取
材

の
期
待
が
高
ま
る
。

■
７
月
加
日
第
肥
回
全
国
詰
将
棋
大
会
が
メ

ル
パ
ル
ク
名
古
屋
に
て
催
さ
れ
た
。

全
国
か
ら
の
有
料
参
加
者
、
な
ん
と
蛇
名
。

大
会
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

平
成
９
年
度

全
国
詰
将
棋
大
会
報
告

■
第
１
部
催
し
も
の

①
記
念
握
り
詰
作
品
の
展
示
、
投
票

日
本
ア
マ
チ
ュ
ア
将
棋
連
盟

②
記
念
懸
賞
詰
将
棋
解
答
募
集
香
龍
会

③
大
会
当
日
握
り
詰
創
作
募
集
香
龍
会

④
詰
将
棋
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
紹
介

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
委
員
会

⑤
「
脊
尾
詰
」
の
紹
介
実
演
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ

⑥
チ
ェ
ス
プ
ロ
ブ
レ
ム
解
説
Ｊ
Ｃ
Ｐ
Ｓ

⑦
詰
棋
書
販
売
詰
パ
ラ
編
集
部

■
第
２
部
年
次
総
会

①
開
会
の
辞
実
行
委
員
長
関
半
治

②
挨
拶
詰
将
棋
連
盟
会
長
岡
田
敏

③
祝
辞
詰
バ
ラ
代
表
水
上
仁

■
飯
田
繁
和

④
録
音
放
送
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
岡
田
会
長

⑤
表
彰
詰
パ
ラ
存
続
の
功
労
者
柳
原
裕
司

全
国
大
会
叩
回
参
加
者
清
水
一
男

⑥
各
委
員
会
活
動
報
告

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
委
員
会
門
脇
芳
雄

段
位
審
査
委
員
会
小
島
正
司

規
約
委
員
会
川
崎
弘

詰
棋
書
保
存
委
員
会
森
田
正
司

⑦
会
計
報
告
小
島
正
司

⑧
看
寿
賞

選
考
経
過
報
告
森
田
正
司

賞
牌
贈
呈
岡
田
敏

受
賞
者
挨
拶

⑨
私
も
一
言
参
加
者
全
員

⑩
記
念
撮
影

■
第
３
部
懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー

●
参
加
者

岩
手
原
田
章
雄

埼
玉
稲
葉
元
孝
仲
西
哲
男

栃
木
阿
部
健
治
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京
都

岐
阜
三
重

愛福新静
知井潟岡

神
奈
川

東
京
千
葉

梅
田
亮
斎
藤
吉
雄
富
永
晴
彦

摩
利
支
天
安
江
久
男

秋
元
龍
司
金
子
清
志
小
林
敏
樹

佐
藤
宗
弥
鈴
木
龍
晴
重
田
豊
信

角
建
逸
深
井
一
伸
田
口
正
明

森
田
正
司
柳
田
明
原
岡
望

湯
村
光
造
藤
沢
秀
樹
山
田
康
平

轟
聡
Ｉ
臼
田
信
二
郎

赤
木
誉
幸
馬
詰
恒
司
門
倉
義
孝

門
脇
芳
雄
首
猛
夫
近
藤
郷

脊
尾
昌
宏

佐
野
公
男
加
藤
徹

市
島
啓
樹

大
越
紀
世
士

岡
本
正
貴
近
藤
真
一
酒
井
克
彦

関
半
治
滝
津
道
幸
成
田
忠
雄

服
部
彰
夫
深
津
芳
将
宮
越
正
雄

飯
田
繁
和
大
森
貴
志

井
野
功
雄
信
太
弘
清
水
一
男

田
原
宏
森
俊
男
吉
岡
直
紀

石
黒
誠
一
金
子
義
隆
周
藤
裕
也

田
代
達
生
筒
井
浩
実
平
田
正

奈
良
岡
田
敏
岡
田
節
子

大
阪
飯
田
雄
一
飯
山
修
猪
股
昭
逸

川
崎
弘
高
坂
研
小
島
正
司

柴
田
昭
彦
谷
口
均
中
出
慶
一

長
谷
繁
蔵
長
谷
治
彦
漬
田
歩

涜
田
博
平
井
孝
雄
弘
光
弘

柳
原
裕
司
吉
田
彰
若
島
正

兵
庫
水
上
仁
溝
口
博
宮
島
信
昭

山
名
厚

広
島
山
本
善
章

山
口
松
重
郁
夫
間
鍋
功

島
根
高
見
秀
夫

香
川
井
内
直
紀

高
知
竹
村
孔
明

福
岡
八
尋
久
晴

佐
賀
太
田
慎
一

来
賓
中
田
章
道
六
段

テ
レ
ビ
取
材
吉
田
宏
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

山
本
幸
太
郎
カ
メ
ラ
マ
ン

●
寄
付
（
敬
称
略
）

奥
村
公
一
（
賞
品
多
数
）
門
脇
芳
雄
（
５
千

円
、
棋
書
）
鶴
田
寿
美
子
（
３
万
円
、
ゴ
ム

蹴
今
エ

印
）
北
村
憲
一
（
１
万
円
、
棋
書
）
秋
葉
原

ラ
ジ
オ
会
館
（
５
万
円
、
棋
書
）
詰
将
棋
研

究
会
（
棋
書
）
詰
バ
ラ
（
棋
書
）
東
京
詰
将

棋
工
房
（
５
千
円
）
河
内
勲
（
ビ
ー
ル
券
）

岩
本
修
（
テ
レ
カ
）
関
半
治
（
駒
、
棋
書
）

香
龍
会
有
志
（
２
万
円
）
川
崎
弘
（
棋
書
）

中
田
章
道
六
段
（
色
紙
、
扇
子
、
テ
レ
カ
）

鈴
木
芳
己
（
棋
書
）
篠
田
義
雄
（
１
万
円
）

【
受
付
～
総
会
前
】

大
会
当
日
は
晴
れ
、
前
日
か
ら
泊
ま
り
の

詰
キ
ス
ト
が
多
数
見
守
る
中
、
午
前
ｕ
時
半

頃
、
酒
井
克
彦
さ
ん
と
受
付
の
店
開
き
を
す

る
。
い
き
な
り
元
気
一
番
、
東
北
代
表
原
田

§

司会の関半治氏
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章
雄
さ
ん
に
始
ま
り
続
々
と
参
加
者
が
集
ま

る
。
皆
さ
ん
総
会
が
始
ま
る
ま
で
の
問
の
過
ご

し
方
は
、
詰
将
棋
の
解
答
、
指
将
棋
歓
談
と

様
々
で
あ
る
。

将
棋
の
大
会
の
道
具
と
い
え
ば
、
駒
と
盤 NHKのカメラが入る

だ
が
最
近
は
・
鰯
／
…
卜
〆
ソ
コ
ン
も
そ
の
仲
間

入
り
を
し
た
よ
う
だ
。
会
場
入
り
し
て
最
初

に
電
源
を
探
し
た
り
、
Ｏ
Ａ
タ
ッ
プ
が
有
る

か
を
き
か
れ
る
と
は
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
り
ま

し
た
。
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
脊
尾
詰
は
こ
れ
が

な
い
と
デ
モ
出
来
な
い
・

そ
う
こ
う
し
て
い
る
間
に
地
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
名

古
屋
の
テ
レ
ビ
取
材
班
が
到
着
。
ま
さ
か
？

が
本
当
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
大
盤
や
将
棋

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
（
実
は
詰
棋
）
を
撮
っ

て
い
か
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
続
々
集
ま
り
遂
に
帥
名
を
こ
え

ま
し
た
。
そ
の
為
名
札
や
、
握
り
詰
の
問
題

用
紙
が
足
り
な
く
な
り
皆
様
に
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
し
た
。

【
総
会
一

Ｍ
時
か
ら
総
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

司
会
は
毎
度
お
な
じ
み
？
の
柳
田
明
さ
ん
。

最
初
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
名
古
屋
で
放
送
さ
れ
た
岡

田
会
長
の
ラ
ジ
オ
放
送
の
録
音
が
流
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
が
き
っ
か
け
で
、
詰
将
棋
が
少

し
で
も
広
ま
れ
ば
と
良
い
と
思
い
ま
す
。

開
会
の
辞
を
関
半
治
さ
ん
よ
り
籍
続
い
て

岡
田
会
長
、
水
上
仁
詰
パ
ラ
編
集
長
の
挨
拶

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
３
年
後
の
地
方
大
会
は

札
幌
が
候
補
と
か
。

「
表
彰
」

功
労
者
と
し
て
柳
原
裕
司
前
パ
ラ
編
集
長

に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。
私
個
人
と
し
て
彼

の
中
学
（
３
年
生
）
時
代
～
岐
阜
編
集
部
時

代
迄
は
よ
く
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
ま
し
た

窪

岡田敏会長より功労賞を受ける柳原裕司氏
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が
大
阪
へ
移
転
し
て
か
ら
は
サ
ッ
潅
而
″
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
難
し
い
時
代
を
受
け
継

い
だ
彼
の
事
を
知
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
今

後
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

全
国
大
会
加
回
以
上
参
加
者
の
表
彰
も
お看寿賞受賞の3氏。左から仲西哲男、摩利支天、馬詰恒司

こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
喝
回
が
岡
田
会
長
、
森

田
正
司
さ
ん
、
岨
回
が
門
脇
芳
雄
さ
ん
、
次

い
で
加
回
の
清
水
一
男
さ
ん
で
す
。

清
水
さ
ん
は
大
会
委
員
長
で
あ
っ
た
が
手

術
の
為
今
回
の
参
加
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま
し

た
が
参
加
出
来
て
良
か
っ
た
。

「
活
動
報
告
概
略
」

・
門
脇
芳
雄
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
委
員
長
よ
り

現
在
皿
万
題
登
録
が
で
き
た
。
配
布
を
開

始
す
る
、
順
序
は
、
江
戸
時
代
を
中
心
と
し

た
古
図
式
・
詰
バ
ラ
の
順
に
な
る
。

・
川
崎
弘
規
約
委
員
長
よ
り

ル
ー
ル
が
慣
習
的
部
分
が
多
く
、
か
な
り

古
い
規
約
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
明
文
化
を

目
指
し
多
く
の
意
見
を
聞
き
、
ま
と
め
た
い

意
向
で
あ
る
。

・
轟
聡
さ
ん
よ
り
励
棋
、
丹
頂
、
脊
尾
詰

パ
ソ
コ
ン
通
信
ニ
フ
テ
ィ
サ
ー
ブ
に
詰
将

棋
会
議
室
が
出
来
ま
し
た
。
名
作
「
地
獄
変
」

に
脊
尾
詰
で
余
詰
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

私
は
ま
っ
た
く
詳
し
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、

（
パ
ソ
コ
ン
も
持
っ
て
な
い
）
脊
尾
詰
、
脊

尾
弐
Ｖ
ｅ
ｒ
峰
、
脊
尾
弐
Ｖ
ｅ
ｒ
２
は
す
ご

い
ら
し
い
。
余
詰
検
討
に
革
命
を
も
た
ら
す

と
言
わ
れ
て
い
る
。

・
チ
ェ
ス
プ
ロ
ブ
レ
ム
協
会
若
島
正
さ
ん

協
会
は
８
割
が
全
詰
連
会
員
。
世
界
大
会

の
神
戸
開
催
が
検
討
さ
れ
て
い
る
（
日
本
大

会
で
は
な
く
世
界
大
会
で
す
）
。

「
看
寿
賞
発
表
」

平
成
８
年
度
看
寿
賞
の
発
表
が
あ
っ
た
。

短
編
：
仲
西
哲
男
さ
ん
、
中
編
：
波
崎
黒

生
さ
ん
、
長
篇
：
馬
詰
恒
司
さ
ん
、
摩
利
支

天
さ
ん
だ
っ
た
が
波
崎
さ
ん
が
欠
席
の
為
代

理
で
短
大
担
当
の
安
江
久
男
さ
ん
が
挨
拶
さ

れ
た
。
尚
、
馬
恒
さ
ん
は
一
部
ペ
ン
ネ
ー
ム

と
思
っ
て
い
る
人
も
い
ま
す
が
、
本
名
で
す
。

あ
ま
り
に
出
来
す
ぎ
で
す
が
。

「
私
も
一
言
」

時
間
も
押
し
て
い
る
の
で
「
手
短
に
」
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
こ
れ
が
利
い
た
か
予
定

よ
り
早
く
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の

内
容
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

首
猛
夫
ｌ
脊
尾
詰
で
９
割
が
ツ
ブ
レ
大
院
が
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ピ
ン
チ
で
す
。
棚
手
以
上
の
作
を
投
稿
し

て
く
だ
さ
い
。
２
手
は
私
が
な
ん
と
か
付

け
足
し
ま
す
。

漬
田
博
１
２
日
前
に
入
籍
し
ま
し
た
。
ハ
サ

ミ
将
棋
は
カ
ミ
さ
ん
に
か
な
い
ま
せ
ん
。

（
新
妻
と
同
伴
参
加
、
奥
さ
ん
は
他
の
詰

キ
ス
ト
か
ら
ダ
ン
ナ
の
正
体
を
教
え
て
あ

げ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
も
っ
と

早
く
教
え
て
あ
げ
れ
ば
良
か
っ
た
の
に
手

遅
れ
？
）

梅
田
亮
ｌ
高
校
３
年
生
で
す
、
今
日
は
夏
期

講
習
が
あ
り
ま
し
た
が
名
古
屋
に
来
て
い

ま
す
。

重
田
豊
信
ｌ
今
日
は
強
い
人
の
生
気
を
吸
い

に
来
ま
し
た
。

平
井
孝
雄
ｌ
康
雄
で
な
く
孝
雄
を
よ
ろ
し
く
。

轟
聡
ｌ
脊
尾
詰
の
カ
タ
ロ
グ
を
帥
円
切
手
３

枚
に
て
送
付
し
て
い
ま
す
が
帥
円
切
手
が

も
っ
た
い
な
い
人
も
い
る
の
で
今
日
は
無

料
で
さ
し
上
げ
ま
す
。

平
田
正
ｌ
石
黒
君
と
違
っ
て
就
職
も
決
ま
り

ま
し
た
。
カ
タ
ギ
の
生
活
に
戻
り
ま
す
。

関
半
治
ｌ
柴
田
昭
彦
さ
ん
へ
る
訂
手
を
短
大

へ
廻
す
の
は
止
め
て
く
だ
さ
い
。
（
短
大

は
茄
手
迄
）

柴
田
昭
彦
ｌ
秋
に
「
新
お
も
し
ろ
い
詰
将
棋
」

を
出
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
。
”
手
を
短

大
に
廻
す
の
は
大
学
で
は
物
足
り
な
い
と

思
っ
た
の
で
。

金
子
清
志
ｌ
全
国
大
会
皿
回
出
場
の
最
年
少

記
録
を
狙
っ
て
い
ま
す
。

門
倉
義
孝
ｌ
警
察
を
退
職
し
た
後
民
生
委
員

を
頼
ま
れ
た
り
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
は

老
人
福
祉
に
力
を
入
れ
た
い
。
そ
れ
に
は

詰
将
棋
、
将
棋
は
非
常
に
良
い
も
の
で
す
。

松
重
郁
夫
ｌ
将
世
で
６
回
入
選
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
パ
ラ
に
も
登
場
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

大
森
貴
志
ｌ
噂
の
関
半
治
さ
ん
が
大
変
男
前

で
驚
い
て
い
ま
す
。

近
藤
真
一
ｌ
加
年
前
名
古
屋
の
ド
ラ
エ
モ
ン

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
が
今
で
も
ド
ラ
エ

モ
ン
で
す
。

柳
原
裕
司
Ｉ
以
前
は
誌
上
で
誤
記
を
見
る
と

キ
リ
キ
リ
し
て
い
ま
し
た
が
蓋
最
近
は
大

丈
夫
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
で
や
っ
と
普

通
の
会
員
に
な
り
ま
し
た
。

「
記
念
撮
影
」

多
人
数
の
為
、
な
か
な
か
構
図
が
決
ま
ら 懇親会には中田章道六段（右から二人目）も参加
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望霊零必懇､零-雑草言~

震零露議蕊： … す
。
や
っ
と
決
ま
一
（
妻
一
た
と
思
っ
た
ら
シ
ャ
ッ

タ
ー
が
落
ち
な
い
・
変
だ
と
思
っ
た
ら
レ
ン

ズ
が
開
い
て
い
な
い
。
次
に
リ
モ
コ
ン
で
シ
ャ
ッ

タ
ー
を
落
と
そ
う
と
し
た
が
ダ
メ
。
結
局
会

館
の
人
に
撮
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
撮
っ
て

一
一
凸
憲

鐸
嘩
》
”
鞠

鋼癖繊#“
ふ
い
Ｆ
圭
浄
参
』
一
琴
睡
幸
砲
〃
〃
回
、

』“

識繊
維

診
羊

霊葛篭
：､謬
騨．、

識＃割間 込E

,4i4－．
1毛

岡,14…,畠'て洋一

露
聡
』

蕊懲悪

も
ら
う
カ
メ
ラ
の
数
が
多
く
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー
】

Ⅳ
時
半
よ
り
懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー
。
服
部
彰

夫
さ
ん
の
乾
杯
で
始
ま
り
皆
さ
ん
飲
め
よ
、

食
べ
る
よ
、
喋
ろ
よ
で
大
忙
し
。
あ
っ
と
い

う
ま
に
テ
ー
ブ
ル
の
料
理
が
残
り
少
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
（
時
間
の
関
係
で
昼
食
を

抜
い
た
人
も
だ
い
ぶ
い
た
の
か
な
？
）

次
回
東
京
大
会
実
行
委
員
長
金
子
清
志
さ

ん
よ
り
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
次
回
開
催
日

は
今
回
と
同
じ
く
７
月
即
日
前
後
に
し
た
い
。

そ
れ
以
外
は
未
定
で
す
。

「
大
会
記
念
握
り
詰
投
票
結
果
」

１
位
吉
岡
直
紀
、
２
位
本
間
展
一

３
位
山
田
康
平
本
命
作
が
ツ
ブ
レ
て
栄

冠
は
吉
岡
さ
ん
の
頭
上
に
輝
き
ま
し
た
。
彼

は
東
海
地
方
期
待
の
若
手
で
す
（
ペ
ン
ネ
ー

ム
で
活
躍
中
）
。
賞
金
を
貰
っ
て
感
激
の
涙

に
く
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
前
回
、
今
回

と
も
に
盤
面
曲
詰
が
１
位
と
は
盤
面
曲
詰
人

気
が
あ
り
ま
す
。

「
当
日
握
り
詰
」

優
秀
作
馬
詰
恒
司
、
佳
作
原
田
章
雄

看
寿
賞
作
家
強
し
、
昨
年
は
看
寿
賞
長
篇
の

部
の
堀
内
真
さ
ん
が
当
日
の
部
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
大
会
記
念
の
方
で
１
位
に
な
っ
て
い

ま
す
。続
い
て
中
田
章
道
六
段
よ
り
来
賓
の
挨
拶

提
供
作
品
の
解
答
と
賞
品
の
抽
選
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
作
品
路
手
が
正
解
だ
が
。
色
紙

当
選
者
３
名
は
喝
手
、
Ⅳ
手
、
晦
手
解
、
そ

の
後
も
続
々
誤
解
者
の
当
選
が
有
り
場
内
大

受
け
で
し
た
。
解
答
審
査
の
結
果
約
仙
の
解

答
中
１
／
３
が
誤
解
で
し
た
。

当
日
懸
賞
の
森
田
正
司
さ
ん
の
大
道
棋
、

香
龍
会
提
供
詰
将
棋
の
当
選
者
も
発
表
さ
れ

ま
し
た
。
と
に
か
く
賞
品
の
数
が
多
い
の
で

出
席
者
全
員
に
賞
品
が
行
き
渡
り
ま
し
た
。

別
時
、
終
わ
り
の
な
い
宴
に
も
終
わ
り
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。

参
加
者
帥
名
突
破
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
取

材
と
大
会
は
成
功
の
内
に
終
え
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
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③にぎり詰3位入選213回

東京都山田康平

987654321

持
駒
な
し

一
二
三
四
五
六
七
八
九

締切：9月末日消印

呈賞：3名

④特別出題

名古屋市

9876

入選24回

中田章道

5432

①にぎり詰優秀作初入選

松阪市吉岡直紀

987654321

持
駒
金
歩

一
二
三
四
五
六
七
八
九

持
駒
香

一
二
三
四
五

六
七
八
九｜I

⑤特別出題入選75回

東京都森田銀杏

98765432］

②にぎり詰2位入選19回

新潟県本間農一

987654321

持
駒
香
歩

一
二
三
四
五
六
七
八
九

持
駒
歩

一
二
三
四
五

六
七
八
九

一羽一

B|可

エ
日

一
二

巷 一
一
一
一

１

君,i黒

聖

~

」

蕊
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竜 龍

『
【
一

＝
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